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【基調講演②】ストーカー加害者への効果的対応のためのリスク評価の重要性について

　　　　　　　　　　　　カナダ・サイモンフレーザー大学教授　ステファン・ディビッド・ハート

はじめに

　本日は、お招きいただき感謝している。私か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶏團勲1讐轡一・・

らはリスク諦の顛性について編しした 麟糠辮膿　　　＄醜酬。醜隔＃
い。先ほどの島田先生の講演は大変すばらしく、

有益なもので、私の講演にもつながる内容であ議　一繍一一　・礁．－　t．／as　J・…　　　嫌　1…．

った。彼のコメントをいくつかフォn一アップ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘鍵群獺響餐ぺ⑳
したい。まず、島田先生の講演の中では、ストー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　効徽鰍簿の驚めの

ll鍵欝蝶韓1議灘叢て
実に様々なものがある。被害者の身に起こる結果、例えばどれほどの恐怖をもたらすか、日常行動にどの

ような影響をもたらすかといったことにもいろいろなパターンがあるし、被害者と加害者の個人的な性格

の問題、彼らがそれまでどのような関係であったかということなども、実に様々である。このことは、ス

トーキングに対処するために社会としてとり得る介入の手段にも様々なものがあるということを示して

いる。つまり、ストーキングは非常に複雑な問題なのであり、それを解決するのが、まさに警察の皆さん

の仕事なのである。

　さて、本日は、リスク評価が、問題解決に役立つツールの一つになり得るということをお話ししたい。

ただ、忘れてはならないことは、島田先生が最後の方で言及されていたように、この種の問題に対処する

には実に様々な方法が考えられるということである。島田先生が指摘された方法の一つは、ケースマネジ

メントにおけるリスク評価である。これは、既に特定された事案についてどのように対処するかというこ

とであり、私はこの点に焦点を当ててお話ししていきたいが、あくまでこれは、問題全体の中では本当に

小さな一部分でしかないということを忘れないでいただきたい。
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1　ストーキングのリスク評価

　まずここで、少し私のバックグラウンドをお話

ししたい。私は人間の「行動」に関心を持ってい

る。私は科学者であり、大学で教鞭をとっている

が、私の最終目的は問題を解決することにあるの

であって、単に抽象的な研究をしたいだけではな

い。私はそれほど忍耐強くないし、科学が実際に

追い付くのをただ待っているのは好きではない。

科学を使ってもっとうまく物事を機能させてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藻嚢蒙

けるようにしなければならないと考えている。それは、同じ科学者である島田先生の講演からもよく伝わ

ってきたと思う。

　私は、ストーキングがどのように発生し、どのように解決されるべきかという問題に取り組んでいるの

が世界中で私だけだと言うつもりは毛頭ない。ただ、過去の研究や、これまで我々が経験してきた様々な

ことを踏まえると、ストーキングに対処するために今できることはいろいろあるのではないかと考えてい

る。

　私の話は主にストーキングの予防に焦点を当てたものである。先ほどの島田先生の講演では、一次予防、

二次予防等、様々な予防について紹介あったが、私の話では、二次予防や三次予防に焦点を当てていく。

　ここで捜査の話をすることはやめておきたい。カナダでは、警察には二つの仕事があると言われている。

1つは捜査をすること、つまり起こってしまった犯罪の通報に対応することである。もう一つの仕事は、

安全安心を確保することである。これは恐らく、警察の最も重要な仕事だろう。問題が起きるのを最初の

段階で止める、又はそれ以上悪化するのを止めるということである。警察の観点から言えば、殺人を未然

に止める方が起きてしまった後の対処よりも容易と言えるだろう。だからこそ、本日私は、その話をする

ためにここに来ているのである。

ストーキング
リスク

評価 麟鑓

（1）　重要性

　ストーキングのリスク評価は、現代の警察活動、

矯正及び司法精神医学の各分野において、効果的な

ケースマネジメントの要であると言われている。リ

スク評価は、重要な意思決定をする上で、決定的に

重要な役割を果たすことになる。つまり、リスク評

価は、我々の仕事を成し遂げていく上で非常に重要

なツールなのである。
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（2）　重要な質問

　ではリスク評価を行うには、実際にどのような

疑問点（質問）があるのだろうか。これら（右図）

は、ストーキング事案が警察に伝えられると毎回

浮かんでくる疑問点である。刑事の研修や暴力の

リスク評価の実習をするときなどに、毎回このよ

うな疑問点が出てくる。刑事たちは毎日このよう

な疑問点にぶっかっていることだろう。例えば、この加害者はどのような暴力を振るう可能性があるのか、

また、それはなぜなのか、どのような被害者に対してどのような影響があり得るのかといった疑問点があ

るだろう。

　例えば過去に親密な関係のあった人間関係に焦点を当ててみよう。一般には被害者と加害者は元のパー

トナーであることが多いが常にそうとは限らない。時には、元妻の新しいパートナーや元彼女の新しいボ

ーイフレンドを攻撃することもある。あるいは妻を苦しめるために自分の子供を殺す男もいる。妻に接近

するために職場に来て同僚を攻撃することもある。ストーキングの被害者には様々な態様があり、元パー

トナーとは限らないのである。

　また、暴力が起きるかどうかだけではなく、いっ起きるかということも考えなければならない。数日後

かもしれないし、数週間後、あるいは数年後かもしれない。ストーキングは火山のような犯罪だとよく言

われる。休眠中かもしれないが、完全に火山の機能を失ったわけではなく、いつか火山活動が再開する可

能性があるということである。例えば、25年間ストーキングをしていて、数か月は全く動きがなく、その

後再びストーキングを始めるというケースもあった。したがって、我々は、ストーキングのリスクの期間

と緊急性を見極める必要がある。また、どの程度の可能性で暴力が起き得るのかについても考えなければ

ならない。

　さらに、文脈や状況も大事である。どういう状況に置かれたらリスクが高まるのか、あるいは低くなる

のかということも考えなければならない。

　一旦これらの疑問点に回答が得られると、もちろんその答えはその時点における一時的な答えでしかな

いのだが、我々は次の段階に進むことができるのである。
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（3）　重要な決定

　続いて、リスク評価のプロセスにおいて、途中
途中で決定しなければならない事項を右図に示し　籔な決定

ている。どのケースに介入が必要なのか、どのケ

ξ畿藻鍵黙1綴毒鷲富誰　襯騰
れにまず対応しなければいけないのか。まずどの

ケースに最もカを注ぎ、リストの二番目、三番目　　　’　　鷲　　　　　　　磁駕．．

に置いても大丈夫なのはどのケースかということ

を決定しなければならない。

　恐らく警察官の皆さんは、常に手元に四件以上の事案を抱えていると思う。時には四十、五十の事案を

抱えていることもあるだろう。場合によっては、結果として誰かが重傷を負ったり亡くなったりする可能

性があるケースもあるので、リストの優先順位を変えることもあり得る。優先順位付けは非常に重要な決

定なのである。我々は、全ての事案に同時に全力を注ぐことはできないからである。

　一旦、「対応する」と決定したケースについては、ケースマネジメントのための対処を直ちに始めなけ

ればならない。警察官の仕事は自分のところに事案が届いたときから始まるのである。小さなステップを

直ちに始めなければならない。緊急を要する事案なのか、どのような介入が必要になるのかといったこと

を考え始めなければならないということである。

　次に、長期的な管理（マネジメント）も必要になってくる。これは複雑に考える必要がある。私は、（研

修等において）リスク管理はプランニングの一種だと伝えている。日常的に警察官が行っているオペレー

ションプランニングと同じということである。警察官の皆さんは、全ての事柄には一定の行動計画を持っ

て取り組むものだろう。例えば飛行機が墜落したらどうするか、地震があったらどう対処するか、仮にハ

リケーンが上陸したらどうするかといったことについて、警察富の対応には必ず行動計画がある。我々は、

常に頭の中に、潜在的な緊急事態に対処するための行動計画を持っていなければならないのである。

　リスク管理のために活用されるべきオペレーショナルプランは、個々のケースについて作成されなけれ

ばならない。そしてそのプランをどのように管理していくのかを考えるとともに、時間の経過に沿って見

直していくことも考えなければならない。

（4）複数の目標

　このようなリスク評価のプロセスには、達成されなけ

ればならない目標がいくつもある。

　まず、我々は、暴力を予防することが求められる。暴

力の予防は介入によって行う。介入に当たっては、誰が

どのような行動を行うかをはっきりとさせておかなけ

ればならない。しかし、それだけでは十分ではなく、意

複数の灘標

馨．　羅鍵繋
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思決定が一貫性を持ったものとなるように改善していかなければならない。同じ事案であれば、どの警察

官であっても同様に考え、同様のアプローチがなされることが望ましい。

　また、我々は、加害者であっても、取り扱っている人々の権利を守らなければならない。不必要に、又

は法律で定められている以上には介入しないようにしなければならないということである。

　しかし、一方で警察の法的な責務についても考えなければならない。警察に対する苦情も当然あるだろ

うが、警察官自身をこうした苦情から守っていかなければならないということである。これは難しい仕事

であるが、一般の市民を守るのと同じように、警察の同僚も守らなければならない。

　リスク評価やマネジメントを行うに当たっては、これらの目標を全て達成したものになっていなければ

意味がない。

（5）　複数の利害関係者

　警察の皆さんは、一般の民衆のために仕事をし

ているわけだが、実はそれだけではない。警察官の

仕事は、例えば裁判所のためにもなっている。ま

た、警察官の仕事は、監督者・管理者等の上司にも

利益をもたらすものでなければならないし、同僚

やスタッフにも利益をもたらすものでなければな

らない。それは、犯罪者に対しても同じである。で

きる限り建設的に仕事をし、警察の介入によって、

複数の利甕雛係奢

その都度加害者・犯罪者と口論になったり対立したりすることがないようにしなければならない。

（6）　複数の段階

　リスク評価には複雑なプロセスがある。リスク

諦のプ・セスにっいて短めにまとめたフM・・一一複数の鯖

チャートを一つお見せしたい。

や隷轟藷憲魏脇難響　　騨懸蟹醗繋璽螺

ll熱灘1難ll　l懸翻羅臥ぬ
そして、それらのリスク要因の重要度を決定していく。それらをまとめることで優先すべき行動を決定す

ることができ、マネジメントプランも作ることができる。マネジメントプランができたら、それを他の人

たちにもその所見を伝え、実際のアクションへとつなげていく。

や法的な問題を明確にすることが必要である。そ

全て寄せ集めてリスク要因を特定するのである。
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　もっと詳細なものにしたければ更に細かいステップに分けることはできるが、スタートとしては六つで

十分だろう。

（7）　コンセンサス

　意思決定に関する文献において一様にコンセンサス

が得られていることとして、可能な限り、リスクに関す

る意思決定は直感だけに頼って決定するべきではない

ということがある。直感、印象又は非公式で構造化され

ていない意思決定であってはならないということであ

る。どのようなものであっても、構造化・システム化さ

れたものが、ないよりはあった方が良い。リスク評価は

XXンゼンサス

・膿藏禰す葛灘蹴。贈鷺費轟購噸峯、締顯識簸撫薩鰹、

　舞麟載勧鶴灘糊籔鑓麟　
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とても複雑なので、ある程度のガイダンスやマニュアルがあった方が良い仕事ができる。

　私は心理学の専門家として、また、警察官と一緒に仕事をさせていただいている者としていつも言って

いるのだが、警察官の皆さんがリスク評価を行い、意思決定をするとき、いつも直感を使っているのでは

ないだろうか。持てる経験や知識の全てを反映するということは、恐らく我々が持っている能力のうち非

常に重要なものの一つである。しかし、警察官は唯一直感だけに基づいて意思決定しないでもらいたい。

警察官が直感だけに頼ることは危険だろう。警察の皆さんは、できる限り、考え方をもっと構造的で定型

的なもの、徹底的にシステマチックなものにする機会を持つべきである。

（8）　構造化手法

　リスク評価を構造化・システム化するには、二つの

アプローチがある。一つは非裁量的なアブPt・・一チ、も

う一つは裁量的なアプローチである。

　非裁量的なアプローチでは、一旦いくつかのリス

ク要因を特定した後、固定的で明確なルールに基づ

いて重要度を決定し、組み合わせていく。レシピに基

づいて料理をするようなものである。レシピには明

確に、何の材料をどのくらいの量使うのか、そして、

それをどのように調理するのかが記されている。

　一方、裁量的なアブU一チは、自分の判断によって、どの材料を使うのか、どのように調理をするのか

決めるものである。場合によって一定の基準は必要であるが、助けになる程度だろう。

　料理が好きな人は、両方のアプローチに強みがあると思うだろう。調理を学ぶときにレシピがあると便

利である。しかし、優れたシェフはいつもレシピにこだわっているわけではない。シェフの頭の中にはア

イディアがあり、市場に行って見つけた新鮮な、一番良い材料をレシピに書いてあった材料の代わりに使

うこともできる。パンを焼くときに、何度で焼くかは恐らく室温や外の湿度によって変わってくるだろう。

偉大なシェフになるためには直感が必要である。しかし、何も知らない人には、レシピの存在がとても役
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に立っ。

　二つのアプローチはいずれもが長所と短所を持っている。どうすれば両方のアプローチを生かすことが

できるだろうか。どうすれば、判断や直感を生かす能力に制約を与えずに、それでいて構造化・システム

化されていて、かつ、意思決定における最も複雑なところで、それに基づけば具体的に考えることができ

るしっかりとした基盤となるようなリスク評価手法を授けてあげられるだろうか。

2　構造化された専門的な判断

　ここから私がお話しするものは英語
で”　StructuTed　Pr・fessien・1　Judgm・nt”（構造　構造化された

髪これた専門的な判断）と呼ば緬’るものであ専門的

警贈の皆さんに対して研修を行うとき1こは、判断一誌蟻

警察活動の中で強制力を行使するときの判断につ　　…　　。一。　。maee　　　　　　t－！tt’ttt・i　tt　t

いてのアプローチと同じであると言っている。警察官に武器を与え、一定の状況下においてそれを使う権

利を与えた場合、生きるか死ぬかという判断が必要になるだろう。これは決して定型的に定められたもの

を使うような意思決定にはならない。構造的に考えっつ、瞬間的に意思決定ができるように訓練しておか

なければならない。

　これは軍隊においても同じである。今ここで武器を使うことが適切かどうか、その判断をすることがで

きるように訓練をする必要がある。我々は、一定のストラクチャーを提供し、隊員たちがこの”Judgment”

を使えるように訓練するのである。最初から、例えば「7」だったら何もやらないが、「8」になったら

相手を撃たなければならないといった定型的なものではない。つまり、”Structured　Professional

Judgment”　（構造化された専門的な判断）なのである。

（1）　正当化

　このアブn一チを正当化しているものは、「証拠に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚蟻態
基づく意思決定」であると言われている。医学で言え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・籔懲綜藷づ《慧懲瀧
ば、個々の患者のケアに関する意思決定を行う際に、　．　懸織毅雛鋸躍羨講欝鍵鱈灘蠣馨｛騰勲購臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距奮繍歎繍嵐蒙灘今ある最良の証拠に基づいて行うことを意味する。

医師は科学的な根拠に基づいて意思決定をする。し

かし、医師たちは、医学が必ずしも具体的に、例えば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　ゑ水曜日の朝診察室で目の前に座っていた患者にはど　　　　誇1　　鴫麟轟謡藪寵総灘懸懸菰

のように治療するのかということを教えてくれるも

のではないということも知っている。科学は、個別のケースを取り扱うものではなく、一般的なパターン

や一般的な知識を用いて平均的なものを取り扱うのに適している。しかし、医学を実践する場合には、一

般的なものを治療するのではなく、自分の診察室で目の前にいる患者を治療しなければならない。

　警察官であれば、平均的な事件というものを取り扱うことはない。平均的なストーカーを扱うのではな
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く、「この」事件において特定された目の前にいるストーカーを扱っているのである。そして、彼らはそ

れぞれに異なっている。したがって、一般的なスキルも必要であるし、一般的な知識を自分で目の前の事

件に当てはめて対処できる能力も必要となるのである。

（2）　仮定

　”Structured　Professional　Judgment”（構造化さ

れた専門的な判断）のアプローチにおいて提前とな

るのは、リスク評価の難しさである。リスク評価が困

難である原因は警察官にあるのではない。警察官が

十分なトレーニングを受けていないとか、仕事をす

るための知識が十分でないということが問題なので

はない。リスク評価というものはそもそも難しい仕

事なのである。我々は普段の生活から、一般論として

蒲碇

薙雛絃蓼鱗ケ欝懸巻嚇
　・タ汽参欝紘拳灘馨姦義翻鶏構嶽簸奪繍灘盆携審ル幾難縷愛姦轟

襲藩誌為蜘

・ 麟犠簾絵鱗鷺争鯵藻輪繋あ蚤脅

　鱒簿纏載鷺鎌愛巻鯨
　・￥ス蓼麹織襲綾轟麟競燃騨ζ麟櫓毒灘もて燃廓拳鱒
　・磐難壷繍す鶏拳織婆懸灘愛鋸鋸

もそれを理解しているはずである。人間は将来を予測することを得意とはしていないのだから、どんなこ

とであれ、将来を予測する仕事であるリスク評価は簡単ではないのである。

　バンクーバーは東京と同じように地震がある地域である。人々はいろいろな所で地震のリスクを管理し

ようとしているが、決してそれが完壁だとは思っていない。それでも、現状における最善の対策をとって

いると思う。

　問題は、我々が愚かなのではなくて、いつ地震が発生するのか、またそれがどのくらいひどいもので、

どのくらいの影響が出るのかといったことを知ろうとすることが非常に難しいということである。そのタ

スクは非常に複雑である。

　そこで、解決方法としては、我々の対応を構造化し、システム化することが考えられる。我々が、意思

決定に責任を持つべきオペレーターやアクターであったなら、我々にとって質の高いリスク評価プロセス

は有益なものとなるだろう。このようなリスク評価プロセスのおかげで、我々の意思決定はやりやすくな

るが、意思決定をしなくてもよくなるわけではない。

　リスクは重要なものとして考えなければならない。科学者はしばしばリスク評価は暴力の予測だと捉え

る。しかし、私に言わせればこれはとても危険な考え方である。我々人間は将来を一般論として予測する

こともひどく苦手であるし、特に個人の悪い行動について予測することは非常に苦手である。リスク評価

は予測の精度を上げるものではない。リスク評価は、意思決定をするために、不確実性に関する理解をよ

り高めることである。将来について、何を我々は分かっていないのか、どの程度状況は悪化し得るのか、

どんな悪いことが起こり得るのかといったことへの理解を高めるということである。

　私の経験では、こうしたリスク評価は人々に役立つものである。このようなリスク評価を使うことによ

って、仕事をする上でより自由さを感じることができるだろう。なぜなら、「将来が分かっている」と言

う必要がないからである。その代わり、「このような理由でこのような悪いことが起きるのではないかと

心配している。だから備えとしてこのようなことをしておかなければならない」といった具合に、より実

際的なところに焦点を当てて将来について考えるのである。このようにして我々は、とるべき行動を計画

することができる。つまり、科学を使って仕事の対応を計画していくことができるのである。
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　このような考え方に則って右図の意思決定モデルのフロ

ーチャートを見ると、それぞれのプロセスのステップを改

善していかなければならない。全てのプロセスは調整され

なければならない。

振定

難騨灘騨饗騨

　
　
払

霧馨懲
》

轟
讐
、
’

？

（3）　補強

　このようなアプローチには、別の長所もある。例えば、

個々のケースにおける意思決定を行うに当たって、個々人

の特性に焦点を当てることもできるし、そのケース特有の

状況も考慮に入れることができる。つまり、このリスク評

価のアプローチは、背景事情も反映させることができると

いうことである。例えば、ある事案では、被害者や加害者

櫨張

鰻騨鱗鱒欝
難騨購鰻懸
　　∴擁懲藷翻謡轟灘｝露

が経験している家族のストレスを理解することが大事であったとしても、別の事案では、実家の父や母が

病気であることはあまり問題ではないこともある。

　このような”Structured　Professional　Judgment”　（構造化された専門的な判断）のアプローチによる

リスク評価によって、変化を敏感に感じ取ることもできる。このリスク評価によって可能になるのは、将

来の確実な予測ではなく、変化がどの程度そのケースに影響を与え得るのかを考えることである。

（4）　制限

　ただ、このアプローチには二つの大きな制約があ

る。一つは、専門知識が必要だということである。恐

らくこれに関しては皆さんもよく分かっていると思

う。警察官の皆さんが新しい部門に配属されると、学

ぶために時間がかかるものである。ストーキングや親

密な関係者間暴力について学ぶにも少し時間がかか

るだろう。訓練をすることももちろんできるが、現場

での経験も必要である。

灘醸

馨饗欝

騨鰹醗
、．

∴ご瀬撫麟麟麟繕藻姦∴

　そして、もっ一つ、このアプローチには時間も必要である。リスク評価は、簡単に、あるいはシンプル

にできるものではない。努力も必要だし、事例研究も必要だろう。
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3　事例の説明

　ここまで、一般的な話をさせていただいた。ここか

らは、事例を使って説明をしたい。私がこれまで話を

してきたアプローチについて理解を深めていただけ

ればと思う。

事例の説明．

（1）　概要

右図は、被害者が警鮪であったストーカー事案であ　概蔓

る・3・歳くらいの姓警鮪が標的であっ鳥微は大　雛轟鑛聯麟繍疑纐樵
変若い外見の魅力的な警察官で、しばしば10代のふり　　喉鷲鵠繍職獅撚繋麟麟勲

をしたおとり作戦をしていた。つまり、見た目は若くて　　噸駿織麟織纏擁鞍鋤騰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・竃鱒韓灘縷榊蚤
魅力的な桶の姓であるが・実際は・実年齢槻湘　　：鶏蹴職鑛綴騰・臨

より高い女性警察官であった。　　　　　　　　　　　　　　　　、。．魯　　　　　．

　加害者は、ホームレスで社会扶助の緊急シェルターに

住んでいる35歳くらいの男性であった。そして彼は、この女性警察官に恋をしてしまった。

　ある日、加害者が自らの不幸を嘆き、落ち込んで、自殺をほのめかす緊急電話を警察に架けてきた。そ

の対応をした警察官の一人がその女性警察官だったのである。多くのストーカーに起こることであるが、

彼女を見たときに、彼の頭の中では音楽が流れ、突如彼女に恋をしてしまった。これは魔法のような瞬間

である。ストーカーたちは、ある瞬間、正に心を奪われてしまうという形で恋をしてしまうのである。

　警察官たちは彼を病院に連れて行った。その後、彼は病院で精神科医に、「あの女性警察官はすばらし

い。もう一度会いたい」と話している。また、彼は警察署に繰り返し電話を架け、彼女と話をしたいと頼

んだ。さらに、彼は警察署にも出向き、彼女に会おうとした。彼のこれらの行動は全てうまくいかなかっ

た。女性警察官にはたくさんのメッセージが届いた。彼はまた、ナイフを使って警察車両にメッセージを

刻み込んだ。警察官たちがコーヒーを飲みに行こうとしたとき、加害者が警察車両に女性の名前と「あな

たのことが好きです」という書き込みをしており、これを見て多くの警察官が驚いた。

　加害者の男性は、女性警察官がメッセージに答えてくれないことで、何度も気が動転したり、ストレス

を感じたりするようになっていった。彼は怒りを感じ、警察に更に電話をするようになった。また、自殺

念慮があり、病院で精神科医に対し、「僕は本当に怒っている。気分が動転している。というのも、彼女

がもう僕と話してくれないからだ」などと言い出し、妄想的になっていった。さらに、精神科医に対して

「実は僕たちは結婚していた。彼女は僕の妻だ。ただ、僕に精神的な障害があるので彼女はそのことを恥

ずかしがって僕に会いたくなくなったのだ」と話している。

　徐々に自殺念慮が複雑になってきて、「僕は自殺しなければならないかもしれない。自殺すれば彼女が
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僕と話してくれるから」と言ったり、また、「最後に一度彼女と会えばもう自殺してもいい」などと言っ

たりするようになった。こうして、この事案に関与した女性警察官は徐々に事態を懸念するようになって

いった。

（2）　脅威評価

　このような事態のことをリスク評価の中で、「メンバーに

対する脅威」と呼んでいる。通常は、大きな警察本部の中に

警察官に対するリスクを評価する責任者がいるが、この事案

では、大変複雑なので外部コンサルとして私が協力をした。

　ここで”SAM”と呼ばれるストーキングの評価と管理のガ

イドラインを作り、使用した。

馨威騨緬

・ 蟹驚難ζ轟鯵饗喰麟繕ぎメンバ曖峯欝鶏灘撫欝驚

・終鍵1ン蘭ルタン綾縫灘儲麟繋醐葛糞譲欝儀・

・一奪獅徐縫みkec戴縷纏議獄純ング繍舞繍く繍｝の
灘イ鯵インk

（3）　情報源

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報瀬
　我々は、様々な情報について検討した。加害者の犯罪歴も

▼r▼　　　1”F　　Y’’””　　　　　▼唇パーり一　rmv　rr’回門　　▼一ノ’…　v　　　　・警難撃麟糠毒犠簸すeSa」

含め、過去に加害者が警察と接触していたことも分かった　　壌憲霧欝雛鍵諜駿離繍職麟饗

し、警察が過去に本人と面談をしていたことも分かった。加　　囎欝綴欝護難鶴懸轟霧饗識編愛翻臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鈎彰㌔

灘難識鷲灘罐警官との接触欄鷺驚1臨
　警察のコンピューターに数年前の情報はあったものの、精

神障害についての詳細情報はなく、精神障害が深刻で長く続いているということしか分からなかった。ま

た、過去の居住場所や、家族・兄弟に関する情報もなかった。家族は誰も彼には連絡していなかった。カ

ナダの国土は広く、彼自身は現住所から数千マイル離れた都市の出身であったので、地元には家族・親戚

はいなかった。

（4）　SAM：ストーキングの性質

　SAMを見ていく中で最も重要なのは、最初に当該ストー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAM：ス5一キング⑳樵質
キングの性質はどういったものか、加害者がどのような
行動をとっているのかを捉えることである。情報を集約　　1灘義簾碧糠嫡　．壌欝難憲Pt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鞍欝麹謝く　　　　　・　　・篤藪鱗》夢が籍繋愛葛
することにより、重要なことが見えてくる。　　　　　　　・礁繍雛　　　　・擬魂縛繋鋤励騒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・鞍霧餐馨撫鵡櫨釜　　　　　　・糞縛ン整が驚籔織驚欝う
　まず、この加害者は、被害者についていろいろな人に連

絡を取ってV・k．そして被害都関する龍を入手し、他　　逐霧麟漉議∫
働嚇緋羅触轟蠣磯，塘｝趣鼻脇描、

の人々に彼女に関する情報を提供していた。恐らく、この　　’　　電；；　　　　　一・・一

行動は、誰かについて情報を得たり提供したりする、ストーキングの一般的な性質に当たる行動である。

　また、彼は、電話で被害者と直接連絡を取ろうともしていた。
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　さらに、職場で被害者に近付こうともした。つまり、彼はストーキングをしながら被害者と直接的なコ

ンタクトをとろうとしたのであるが、実際にとることはできなかった。

　このような彼の行動は被害者を怖がらせるようなものであったと言える。彼は精神科医に、「彼女を人

質にしたいjとか、「自殺をする前に彼女にさよならと言いたい」などと言っており、確実に被害者の安

全を脅かしていたと言える。

　また、彼は被害者に対して直接ではないが、彼女を知っている者に対して脅迫行為も行った。ただし、

物理的に傷付けたりはしていない。

　加害者は、何か月もの期間、高い頻度でこうしたことを行っており、しかもその態様はどんどん悪化し

ていった。にもかかわらず、誰も、彼に対して「やめなさい。あなたの行動は受け入れられない」とは言

っていなかったのである。

　被害者が警察官であり、警察がこの事案に関与しているにも関わらず、やめうと直接言われていないこ

とは驚きでもあった。

（5）　SAM：加害者のリスク

　次に、このケースにおける加害者の特性に目を向けてみ

よう。彼は、深刻な怒りの感情を抱えており、思い込みが

強く、彼女のことで頭がいっぱいである。そして自分は彼

女と結婚しているという妄想を抱くなど、非合理的な考え

方をしている。彼は自分のしていることが悪いことだとは

思っていないし、罪悪感もない。「彼女とは結婚している

のだから電話をしたり、訪ねて行ったりしてもいいだろう」

SAM；ma審者の秘スク

・ 鶴華　　　　　　　　　　　　　・欝隷な駿儀憩翻総

・灘9、齢　　　　　　　　　　　・繋隷撫、難嬢欄鷺

・峯禽鍵　　　　　　　　　　・襲轟

w蕪載礎　　　　　　　　　　　・勲榛鱒織雛
・ 蕊歎饗鱒イツ儀癬ぜ簿　　　　　　寝灘穫購瀧灘饗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と彼は言う。

　また、一般的な犯罪者のようには見えないが、以前に、例えば器物損壊やいたずらで警察のお世話にな

ったことはあった。

　親密な関係についての問題もある。彼は結婚したことはなく、妻やガールフレンドといった互いに愛し

合う関係の人もいたことがない。自分の家族からも遠のいている。そして不安障害や欝の病歴を抱えてい

る。薬物使用問題はないが、雇用と経済的な問題もある。彼には仕事もないし、社会扶助がなければ自分

で生活を支えることができない状況である。
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（6）　SAM：被害者の弱点

　続いて、このケースにおける被害者の弱点について見てみ

よう。これはストーキングのリスク評価を行う際にはとても

重要である。常に、そのケースの被害者にはなぜ弱点がある

のかという観点からその特質を考える必要がある。

　ここではっきりしているのは、彼女は加害者に対して一貫

性のある行動をしているということである。一度も電話に出

ていないし、電話をかけ直したりもしていない。

SA醗被蜜餐の弱点

・翻欝融x辮毒一窯簸痴慧亀、　　¢鍵犠撒爾叢
み謙恥　　　　　　　　・翻難鋤㈱鶏難

t響に辮を職魏ts・鋤
　　　　　　　　・鍮慶霧磯叢愈 糞灘嚢轍舞舞磯饗嚢穣も、

騰鶴雛・燃鷺　　　　多羅嬬懇騰
強擁嚢ケ甥鱗難　　　壕磯嚇蜘吻鱗

　他方、彼女の態度に関しては一貫性がなかった。これはとても複雑な問題である。警察官として、彼女

は加害者に同情すると言っていた。加害者が攻撃してきたときに備えて職務以外でも銃を携帯するように

アドバイスを受けたが、彼女は嫌がった。我々は、彼女が自分自身について適切なケアをしていないので

はないかと心配をしていた。このような態度は、「一貫性のない態度」と呼ばれている。彼女は、加害者

に同情するあまり、自分のケアができていなかったのである。

　とは言え、彼女は資源には恵まれていたと言えるだろう。ただ、居住環境については、彼女はアパート

の1階に住んでおり、安全な場所とは言いがたいことからこの点については我々も懸念があった。しかし、

それ以外は特に問題はなく、子供や扶養している両親がないことも良いことであった。

　また、親密な関係の問題もなかった。友人もたくさんいたし、悩みや醗の問題も、薬物治療問題もなか

った。雇用や経済的な問題もなかった。

　唯一、状況を複雑にしていたのは双子の姉妹がいたことである。二人は本当にそっくりで、姉妹の方も

同じ地域で仕事をしていた。したがって、女性警察官本人が標的になるだけではなく、その姉妹の方も標

的になるのではないかという懸念があった。加害者が路上で出会ったときに、本人なのかそれとも姉妹の

方なのか分からないのではないかと思われたからである。

（7）シナリオ

　これらの状況を踏まえ、我々は「シナリオ」に基づ

くリスク評価を行った。具体的には、加害者が過去に

実際に行ったことを全て検討して、リスク要因につ

いて考えたということである。

　まず我々が最も懸念したのは、加害者が今後も、被

害者が望んでいないにもかかわらず、意思疎通を図

るために連絡を取るなどの嫌がらせを続けるのでは

ないかということだった。

シナ攣オ

・縫縫簸な繰が易綾の攣λクが篤郵、

　夢搬雛叢羨義綾織、灘綾

・蕊接欝灘ewj災ウ縮麺
　・ご馨禽憲灘鵬、そ瓠欝灘雛響懸藁、藩纏灘薄鶏難縁

　・撫鷺愛燕酬識ン
　壽麹麟魏が締鷺繋｛麟轍
　　・纏鵡麟鎌籔潔

　次に、直接対面してしまうリスクもあった。加害者は被害者と同じ地域に住んでいたので、いっでも路

上で被害者に会う可能性があったのである。彼はそれを期待していたわけであるし、また、偶然に会って

しまう可能性もあった。偶然、彼が路上で被害者に会ってしまった場合、被害者に話しかけようとして拒
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絶されたり、立ち去られてしまったりすれば、怒りを感じてしまう可能性がある。そうなると、生命に関

わる危険が生じる可能性が危惧された。なぜなら、加害者には自殺念慮があり、精神疾患のある人がよく

やるように、女性警察官に自分を殺させることによって間接自殺をしようとする可能性があるほか、彼女

を人質に取る可能性も考えられたからである。

（8）管理：監視

　このケースにおいて、今説明した二つの「シナリオj

に基づいて我々がしなければならなかったことの一つ

は、不足している情報を取得し、ギャップを埋めるこ

とであった。そこで、彼の精神障害の問題に関する情

報を更に収集したほか、過去の犯罪行動やその他重要

と思われる情報を収集した。

　また、加害者が、自分にとって情報の糸口となるよ

うな警察官と話したがることも考えておかなければな

らなかった。

管理蕊挽
・苓驚もても喝繋轍馨灘繕掌為

・讐蜘繊糠熱偽撫勧鈴ぎ獲湊λ」織鶏

・ 韓脅磁磁メンタルへ轟訊灘轟が鱗縫禽嚇雛繋難
・ 擦懸鱗察驚毒の鱗
・鰍簿饗繋嫌繍臨鶴縫綴

　　　　　　「ポイントマン（交渉人）戦略」と呼ばれているものであり、具体的には、警察官の中に窓

口となる人を置く。我々としてはストーキングの加害者にたくさんの人と話をさせたくはない。一般的に

はストーキングの加害者には、窓口となる人一人だけ、あるいはバックアップ体制のある一人の人とだけ

話をしてもらいたいのである。そうすることによって、重大な情報を見逃さずにすむし、一人の人を徹底

的にずっとモニタリングし続けることができるからである。

　また、この加害者が地域社会の社会福祉事業においてメンタルヘルスのケアを受けられるようにすると

ともに、その情報については入手できるようにしておかなければならない。警察は健康管理についてプラ

イバシーに関わる情報は入手しないものだろうが、例えば精神科の治療にきちんと行っているといった情

報はあった方がよい。

　さらに、保護観察官や他の警察機関との連絡を取るということも重要である。

　いずれにせよ、我々は、加害者に関する情報を集め、加害者をモニタリングする計画を策定してそれを

実行していかなければならないのである。

（9）管理：治療

　続いて、加害者には治療も行わなければならない。

我々が「バス療法」と呼んでいるセラピーがあるので

それを説明したい。ある男性がある地域において何ら

かの問題を抱えていたとする。彼は警察に対して悪い

感情を抱いていた。逆に警察も彼に対して良い感情を

抱いていなかった。このような場合に、彼が生きてい

くべき別のコミュニティを見つければ、彼は新しいス

29・一トを切ることもできるだろうし、警察との後ろ向

管理治療
・ξバス擁綾き

・簿舜饗磁メンタルヘル裳識轟雛鵜教嚢響鱒蝕拳歎

・ 欝簸絡藻綴㌘壕鈴掌響毒欝嚢雛鷺か雛墨響

・メンタ藩ヘル叢譲螺》事響撰》欝簿鋤書糞醗騰9
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きの対応について考える必要もなくなる、というものである。

　また、メンタルヘルスケアを行う社会福祉事業は、単に我々が彼をモニタリングするのに役立つという

だけではなく、彼の状況を改善する可能性も秘めている。また、刑法やメンタルヘルス法に基づく措置入

院も試してみる価値があるかもしれない。

（10）　管理：監督

　「監督」ということについて言えば、重要になり
得るのは、力麟に、被諸と直接撚虫しないよう僚理僅督

に指示することである．それと購こ、糖者の同　灘魏繊雛鍵驚鰍の露雛

僚の誰とも纐虫しないように指示すること樋要ほ難験腱雰麗雛驚灘欝撃響

である。

理想を言えば・力喀者には別の地域に引っ越し　　　　ゑ謡継霧鐵臨．

てもらい、地理的に彼が過去にいた場所に行かな

いように、また、被害者の同僚の警察官と接触をし

ないように指示することができれば良い。

　また、必要であれば、刑法やメンタルヘルス法に基づいて一時的に措置入院させて加害者の移動を制限

するという手段もとり得るだろう。

（11）　　管理：安全計画

　次に、被害者にとっての安全計画についてお話しした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　管理綾全翻籔
い。今回のケースでは、我々は、警察官である被害者に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸雛麹雛戴鰯嚢締毒せ愚
対して、武器を携行させることをなかなか説得できなか　冠磯蹴綴

った。同じようなことは他にもある。例えばDVの被害

を受けている女性は、自分を守るための対応をせず、他

望鵜二1簾犠姦灘鑑贈’二誌畿澱臨銚
はないだろうか。

　このケースでは、我々は、被害者の女性警察官に、銃を携行することは彼女の同僚を守ることになるの

だと指摘した。依然として彼女は自分の心配はしなかったが、そのアドバイスを受け、銃を携行しようと

し始めた。

　最後に、警察の中の情報共有についてもお話ししておかなければならない。ある警察官が加害者である

誰かの行動を止めようとしていたり、何らかの事案の加害者を取り扱っていたりする場合、当該人物に関

する重要な情報を即座に確認できる必要がある。リスクの高いDVの場合にもこうした情報共有は行うが、

リスクの高いストーキングの場合にも同じ形で行うべきである。
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（12）　コミュニケーション

　続いて、仕事の優先順位決定についてである。今回

のケースの優先度は高いものであった。先ほども述べ

たように、プランを作ることによってリスクを効果的

に管理することができるのである。

　このストーキングが継続するリスクについては、プ

ランを実行しない状況では、かなり高いと思われた。

また、重大な身体的な危害が引き起こされるリスクは

中～高と思われた。実際、まだ何も起こってはいなか

IIミ1箔瓢ケーシssン

・鞠⑳襲麹蕊演
肇λ純キンタ雛鐙攣スケ叢薦

掌難蛮な舞纏鋳鎗鍵轡彗灘クξ串今欝

毒織犠に籍鯉碁嬢難：矯構霧

・雛舞Pt驚憲転鎌箋熱謬ま難緯麟饗嚢奪砧轟籍繍蝦姦弊難
　鋳煮

ったではないかと思われるだろうが、その後可能性として起こるリスクは高いだろうと考えられたからで

ある。直ちに介入行動をする必要性は中～高と判断された。プランを実行すれば、モニタリングをしてい

くことができるが、プランを実行しなければかなり深刻な事態になっていただろう。しっかりとプランを

実行していけば、1か月ほどでリスクを中～低レベルに下げることができるだろうと思われた。そこで、

我々はこのケースのレビューを1か月後に行い、その時点で次の1か月のプランに更新することにしたの

である。

4　まとめ

　残り時間で本日の講演をまとめてみたい。本日の講演で

は、皆様に対してリスク評価について多様なアプローチを

とり得るということをお話ししてきた。「問題」から考え

るリスク評価、「予防」から考えるリスク評価、「管理」

から考えるリスク評価といったものは十分実現可能であ

るし、これまでにも世界中のいろいろな刑事司法の形態の

下で行われてきたものなので、日本でもできるだろうと私

は思っている。

＄tephen　1）．封鞍馬鋤欝

夢イwツk糠ザー糞蟹蝕鋤麟箋撫織軸》
翻総鰻繍勤覇纏
難繍、鍵
騰蹴毒驚

齢搾麟一毒嚢敏編蜘繍紘？驚編欝磯蹴蹴篤魏
サ灘購灘鶏
＃鋸騰翻　膿繕毒

鹸一
　また、本日はトレーニング（研修）の話をしていないが、警察官の効果的なトレーニングも可能である。

2日間のコース、3日間のコース、4目間のコースといろいろあるが、警察官に本日説明したようなリス

ク評価に係るトレーニングを行い、質の高いレポートを書いてもらうという中身である。

　我々は、様々な機関の職員に対してこのようなトレーニングを効果的に実施してきた。異なった評価者

が、研修を受けた人のリスク評価の判断結果には同意できると評価しており、このトレーニングによって、

人々が信頼できる判断をすることができるようになると言えるだろう。警察がこれを採り入れることによ

って、将来的に警察に架かってくる電話を減らすこともできるだろうから、いろいろな問題が解決できる。

　また、リスク評価には、他にも二つのメリットもある。一つは、体系的にリスク評価を行うことにより、
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質の高いリサーチを始めることができるようになる点である。このことは、将来、警察の皆さんのサービ

スを改善していくことにもつながる。そしてもう一つは、捜査員に対してリスク評価のトレーニングを実

施すれば、「管理」のために捜査員たちはより良い情報を収集するようにもなるだろうという点である。

元々意図したものではないが、リスク評価を行うことによって、検挙率や有罪率の上昇というすばらしい

結果も伴うことになるだろう。つまり、トレーニングを受けた警察官はより良い捜査を行うこともできる

ようになるのである。

（了）



188　ジェンダー・バイオレンスを防ぐためのイタリアにおけるアプローチ～被害者保護とダイヤル1522のオペレーションを中心に～

【基調講演③】ジェンダー・バイオレンスを防ぐためのイタリアにおけるアブm一チ

　　　　　　　　　　～被害者保護とダイヤル1522のオペレーションを中心に～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア首相府機会均等局参事官 ミケーレ・パルマ

はじめに

私は現在、イタリアで、機会均等局の参事官を務め、イタ

リア政府が行う対暴力政策を統括している。この仕事は17年

目になる。本日は、短い時間だが、イタリアにおいて我々が

どのような仕事をしているのか、どのような戦略を持ってい

るのか、そのポイントをお話ししたい。

　我々は、今回のお招きには大変感謝している。イタリアは

150年前に日本と国交が結ばれた。今年は150周年の記念に

当たる年であり、イタリアと日本の両国は、これまで非常に

　　　　　　纏

∴1窒　　　　毒碕ξ曜〆3kイニ14　《，i！i’蓄　《ll1輪葦寒乙㌃毒ξ葦墓壁釣・竃妻誓　電　　　聾｛毫・繰ly垂／：》葦陣｛

滅顯紺ゆPαie熱を至◎鞭｛》鷹翻嶽

　　　　　　　轟奪繊

すばらしい友好関係を築いてきた。本日、私がここにいることも、イタリアと日本の友好関係の証しの一

つであると思う。

1　イタリアにおけるジェンダー・バイオレンス対策の根拠

（1）イスタンブール条約

　私が所属する機会均等局は首相府の中にある。ここ

では、暴力に対する様々な対策を担っており、中央政府

や州、地方公共団体、民間の社会事業団体、その他の各

種団体と協調しながら、ジェンダー・バイオレンスの予

防と対策に当たっている。警察や法務省に属した立場

ではなく、我々が中央の立場から、警察を含む様々な機

関の調整を行っているということは、イタリアの特徴

でもある。

　イタリアでは、ジェンダー・バイオレンス対策には、

・ 難離藁、機禽均藩縫紘．肇糞難蔚鹸饒．建蒲藻叢繋鉢．驚糊葡糠
巌事業鑛麓．受麟懲轟釜難鑛舞壽壌鶴難な藩転鍵暴識鐙攣繋毒馨
簸に騨す蚤アクシ聾ンの鍵繋1；努轟て饗隷塁

壁難鳶離鑓繹蕊撚藁客ζ魔嫁に薄サ釜轟轟藤購が窯驚騰暴識鐙鋳鋤毒
撲鰻に露蘭導難辮欝鎌嚢鎌繕妻瀞驚懸婁れ撫轡ξイスタンブ・一燕藻
麹隷もてぶ攣難撫轟てい馨譲蟻勢嫁．籍藩象に索燵に慰ず嶺暴海奪
寂憩轟灘菰簸蕨乱て熱馨．￥索搬菰繋す蚤み癒鈴繋欝な撫雛に難繋
⑳一懇態讐灘婆．ミ爵隷鯵慈轟も㌔綜綾釣、毒蓬鱒。縫驚鯵な撰霧驚た
総驚籔菱蓼陰鍍瓢サ．轟為塾譲彗縫趨瓢し篶蚤審うな．ジraンタ“．…lx

蕊つく穿べて鵜暴需篶簾藷禽む昏驚鳶、菰爵露うな費為憲顯ぐ毒いち
脅し麟譲饗．馨鯵蕊簸灘譲婆鞍驚繕にお雛轟葭鱒轟・酬驚釣な蓼麟蓼
毒禽蜜れ轟顯

かなり昔から力を入れてきた。イタリア国内の対策の法律的な根拠は、2014年に締結されたイスタンブー

ル条約である。条文を読み上げることはしないが、イスタンブール条約にはジェンダー・バイオレンスの

定義が規定されている。このイスタンブール条約によって、我々の仕事のやり方や戦略も変わってきた。

イスタンブール条約は欧州評議会条約であるが、日本もオブザーバーとなっている。
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（2）イスタンブール条約に基づく国内制度の創設

　イスタンブール条約は2014年8月に発効するのだが、イ

タリア政府は2013年に国内法を制定した。この当時、イタ

リアでは、同年8月に起きた女性が殺害された事件が、毎日

のように新聞に掲載されるなど重大な社会問題になってお

り、こうした状況に対応するため、まず、8月に暫定措置令

を発効させ、IO月に新たな法律を制定した。条約を先取りす

る形でこれらの国内制度を創設したのであるが、それを私が

コーディネートした。

藩臨翻講1朧犠灘簸課難扇籏鎧馨雛
罫繋豪轟よ冨熊轟力切薄簾、穣導雛姦叢幾｛嚢難畿露縫轟磁縫灘；鵜
す孫鷺懲趨電隷もて蕪緯籍無蝿毒転t：．。

懇隷讐箆携畿鷺⑳第霧藁1露．ゴ叢之ジ叢ンター鵜響掌為轟力鍔鱗す壱

勢驚蕪論擬糊3d＞雛鍛豊鰻建し鶴

（3）10項目の計画目標

　具体的な取組としては、10項目の計画目標を定めた。一

つ目は、世間一般への情報提供及び啓発である。二つ目は、

メディア関係者の啓発である。この背景には、メディアか

ら発せられる情報は正しいものでなければならず、被害女

性のイメージを損なうようなものであってはならないとい

う考え方がある。三っ目は、学校関係者の適切な育成の促

進と学生の啓発及び育成であり、四つ目は、行政サービス、

反暴カセンター、暴力被害を受けた女性の救済事業を行う

団体の間でのネットワーク強化による被害者の救済及び支

援の推進である。この三つ目と四つ目の目標は特に重要で

ある。五つ目は、ジェンダー・バイオレンスやストーキン

グ事案に関わる各専門職の適切な育成である。六つ目は、

関係機関の連携による被害者保護の強化である。多機関連

携に関しては、機会均等局に大臣級の責任者がおり、全国

レベルで調整役を担っている。七つ目は再犯防止のための

加害者の更生や付き添いの促進、八つ目はデータ収集であ

本条第2項に欝項懇の欝颪穣標を建める。

諺嶺麟一殻への鱗綴縫供灘議雛馨髭

鶉メデぜア鱒簾鷺の襲欝

＄｝掌検懇爆餐磁鐘饗な翼簸鐙縫灘乱撃灘鋤警糞霧購が霧蔑

‘｝蕪灘講難蕪綴憲耀欝麟繋灘難繍鐙講
勤難嚢激婁無隷ストー＃一費轟尋〉纂eSf：鍵勧毒魯導難繊鱒嚢娩な

　欝譲

構馨儀窒轟癒織難撫霧幾な簸擦：よ毒，、鞍選餐簾護勇譲駕

簿欝難講欝憲欝麟愛蕎な鈴の、欝携鷺織1幕禽1する．暴搬費議紛熱婁
態鐙璽灘灘㌫び鰭嚢議い⑳灘難轟綴覇欝轟ぴ餐纏

暮｝籔葎挙一タベ・一糞鵜蟄饗愚禽撫転シ鶉ル肇一｛翼》鷲鷺なぼ、禦纂一

叢縁ゑ轡ベー蝋警難議窓れ碁、携隷ヂー蓼毒鍛集

舞筆紡．鍛簸、灘毒拶に儀暴ゐ蕊轟夢ストー懲一答籏磁隷欝講麓叢
鶴勢麟巌報歎砂奪騨憲．なら撰薫嶺織簸爆讐教藩糞篶う1鍵韓の縫鞍
に毒鱒鑑転た。舞鉢纏なポジテぜジヴクシBン働難

る。このデータ収集では、例えば警察への通告件数や訴訟になった件数等の統計をとっている。残り二つ

は資料に記載のとおりである。

　イスタンブール条約における重点の一つは、パートナーシップ、つまり、協調関係の構築である。国家、

地方公共団体、イタリアは州、県及びコムーネと分かれているが、更に民間団体が協力してネットワーク

を作って作業することの重要性がうたわれており、この基本的な考え方は我々の計画にも反映されている。
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　こうした計画に、2015年7月から2017年7月までの2

年間で（資料には「3千万」と書いてあるが、）4千万ユー

zが財政措置されている。2年間で4千万ユーロというの

はかなりの大きさの金額である。この計画は現在改訂中で

あり、中でも学校では1万ユーロ規模の計画を策定し、様々

な啓発のための冊子等を準備するなど、リソースの準備を

行っているところである。

灘多欝な縫験嘉轟夢蟻識勇激ツ＄es－・・ク猿遽織鍵で蜜耀峯讐われ

震喝簑鱗窺蕊夢夢鳶．験携撰）嶺羅灘鵜隷愛轟ガバ働ンス憩隷縷鱗
簸es幾鍵

繋霧勇欝義鵜鎌愛繍灘嘉．導峯藩畿一繋鵜議愛駄

2　ダイヤル1522～暴力・ストーカー対策事業～

　本日の私の話の中心部分になるかと思うが、我々の重要な

ツールの一つとして、　「ダイヤル1522」がある。これは、暴

力やストーキングに対抗するための公共サービスの電話番号

である。

灘1編熱1灘
　s522一暴力およびストーカー鍵策事業

（1）ダイヤル1522の基本理念

　ダイヤル1522は、国の機関である首相府機会均等局が運営

しており、暴力やストーキングに関する様々な相談や被害報

告を、ここで集中的に収集したいと考えている。当方からは、

病院、保健所等の様々な機関や団体に通達を出し、暴力事案を

認知した場合には、ダイヤル1522に電話をしてもらうことに

している。警察に対してダイヤル1522から情報を提供するこ

ともある。暴力やストーキングに対処する様々なネットワー

クの要となるのが、ダイヤル1522なのである。

　　　　　　1522

姓暴力およびストーカー響為の被霧餐を支擾す
る公共サーゼス餐弩一蒼穣ne　・・機会均等濁

　　　　　　　　　　　　　匪

（2）　ダイヤル1522の歴史
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　この公共サービス番号が始動したのは2006年3月8日で

ある。3月8日は、イタリアにおける女性の祝日であり、シ

ンボリックな臼となった。

　当初は、ストーキングはこの公共サービス番号の対象では

なかった。というのも、2009年まで、イタリアではストーキ

ング自体を犯罪として規定する法律が存在せず、ハラスメン

ト的に捉えられていた。刑罰が科されるとしても軽いもので

あり、抽象的な迷惑行為としてしか捉えられていなかった。

2Nmp
t

　
　
　
　
　
み
び
り

　
　
　
　
　
　
　
が
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鰹

しかし、2009年に、繰り返し、相手に不安や恐怖を与え、対象者やその周辺者に不安を与えると考えられ

る行為がストーキングとして定義され、6月～5年の懲役刑の対象とされたことを受け、ストーキングは

単なる迷惑行為の枠を超え、ジェンダー・バイオレンスの一つとして認識されることとなり、ダイヤル1522

の対象に組み込まれていったのである。

　また、2012年には、弱い立場の人々への配慮から、差別の被害者も対象に追加された。例えば、障害者

の女性、高齢者の女性、宗教的な理由で差別をされている女性、LGBTの人々、外国籍の女性等が対象

となる。

　日本の状況をよく知らないが、イタリアには非常に多くの移民がやって来る。現在は、南方から様々な

移民が増えている状況である。イタリアでは、人道的な理由から全ての移民を受け入れるようにしており、

移民の子供たちは幼稚園や小学校にも入れるようになっている。しかし、このような国々の中には、文化

的にジェンダー・バイオレンスを含んだ背景のある国もあるので、こうした外国籍の女性に対する暴力に

も対応していかなければならない。移民女性に対する暴力被害の増加は、我々や警察もデリケートな問題

として注視しているところである。

（3）　電話相談への対応

　ダイヤル1522は、あらゆる人を支援することを保障す

るものである。相談者は本名を隠し、匿名で相談すること

ができる。相談への対応は、電話をしてきた人物の経歴や

状況の背景を分析して行っている。

　ダイヤルi522では、相談事案をスタンダード化するこ

となくケース・バイ・ケースで考えていく必要があると考

えている。電話相談がなされたら、まずは事案の背景事情

を確認し、被害者がどのような人物であるかを分析する。

重要なのは、スタンダード化された処置ではなく、それぞ

　　　　　　　kS22

電懸霧談サービスー欝22は、穣談されて

いる暴力事案をまず人物の経歴と状況
の養景から分衝し、親状のリスク評｛藤に

暴つく優先纏戴をつ｛ナて対憩力餅を決め
るという運絹になっている，、

れのケースに対応した措置をとっているということである。警察に連絡して警告を発してもらうという手

段もあるが、場合によってはそれが恨みにつながり、事態が急速に悪化する可能性もあるので、必ず警察

に結び付けるということはしていない。リスクを評価した上で、警察の介入が本当に必要な場合にのみ警
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察につないでいく。これが、我々の支援アプローチの基本哲学である。あくまで個別に判断し、場合によ

っては、被害者を他の外部機関へ転送することもあるということである。

　対応は、しっかりと訓練を受けたスタッフが行っている。スタッフには、例えば弁護士、心理学や精神

医学の有資格者等がいる。また、外国人の相談者も多いので、英語、フランス語、アラビア語、中国語等、

多言語での対応も行っている。必要に応じてルーマニア語やアフリカの方言等で対応することもできる。

　ダイヤル1522では、1年間に60万ユ・一ロの予算が措置

されている。ダイヤル1522では、被害者への支援のほか、

様々な人々に情報を提供することも業務である。法律の内

容や、第三者を立てた対処も可能であることなど、様々な

情報提供を行っている。

　情報提供（必要なサービスへの接続）には、二つの段階

があり、一つ目の段階は、一般的な情報の提供を行う。当

該相談者に適切な情報支援を行うことが重要であり、必要

津饒gas　ge　．　M鱒騰鞍欝磯鷺膿総譲攣轍麩議縷書es｝Pt織鍵嘉．縫興鷺絞浄

撫毒聯毒鷺籍雛す圃窯鷺韓観灘．簸壕奪麟鰻驚癒糞糞炉．鶉画嘗鱒愛撫額善
勢一薦儀麟臨《嚢跨蜜蚤鑑鵡叢轟毒。erUt撃一藝鑑転瞬趨筆鍍．罎欝韓霧雛麟
纏逡婁舞てい巻賜

・簿す壷霧誌燕激機轟鶉鵡鑑．受磁縫鱗鷲鍵麟整撫臨懸鱒灘難拳警察な
　霧嚢》鍛蔑蟄酬ビ儀嚢犠癒寧毒．鷺灘鷺舞霧綾獣逡篤．纂病麟象纏．凝毒
　鋤ら犠義観麟葡穣灘箏鱒、窯幾壷籔鯵煮報鴬灘驚婁臨毒争

簾難霧購磐蟻磯麟騰鎌潔騨繊鑛懇雛
　欝驚寮妻へ野鍵鞍鋤鷺議懸雛餐う韓

な情報は相談者によって様々であるので、当該相談者が何を必要としているかによってふさわしいサービ

スをネットワークから選んでつなげていく。つまり、どこに電話をすればどのようなサービスが受けられ

る、という情報を提供し、社会サービス、医療サービス等、それぞれのケースに応じて適したサービスの

電話番号を教示して、被害者を当該サービスにつなぐのである。

　二つ目の段階は、相談者が置かれている状況が非常に緊急を要しているように聞こえた場合一例えば

レイプされそうな場合一　の救済や保護のように具体的な介入を要する場合に行う。ダイヤル1522自体

は（日本の110番のような）救急番号ではないので、このような場合には警察や救急にはオペレーターか

ら電話をし、安全確保や救命につなげていく。ちなみに、イタリアの緊急電話番号は112である。

（4）　サービス体系（サービスマップ）

　右図に書かれているのは、サービスマップについてであ

る。これは、ダイヤル1522のオペレーターたちが電話を

架けてくる相談者に適切な情報を提供する際に使ってい

るツールである。

　オペレーターは、電話を架けてきた相談者が、今どのよ

うな状況にあるかを見極め、状況に応じてサービスの情報

を提供する。イタリアでは、すぐに現場に誰かが行くとい

うわけではなく、まずは、相談者自身が実際に出向いたり、

連絡したりするべき先を教示する。

　　　　　サービス体系

サービス鉢系は、欝櫓欝⑳公共サービス番
簿の鷺懸を受鐘るオペレーターが灘矯する
ため⑳簸も火切なツールである、このサービ
ス俸系によlj　kユ1｝221　；闘い禽わせた禽性た

ちに地域レベルで受紳られるサービスの察
鑓という．曖確な答えが提供で嚢るxx
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　実際に相談者をっなげるサービスは、右図にあるよう

に、シェルター（反暴カセンター）、公共の相談窓口、市

役所の社会サービス、地域の保健機関や公共病院等、職場

でのパワハラに対応する機関（機会均等委員）の連絡先、

各キリスト教区に存在する慈善団体の連絡先等である。ま

た、緊急を要する場合は公共の緊急電話番号である112や、

実際にけがをする危険性がある場合は対女性暴力の救命

救急、例えば強姦を受けたような場合もすぐに救急医療機

関を紹介する。

鷲女嫉暴滋の鷺簸サービス欝22に
幾懲する躍のサービス体系こ

・・；　msMl－一一es論aswrtwifX

・磐鹸な叢撫≧

・綴辮糞畿鐘鐙摺舞鯵響縫襲麟騰黍蕎糊窺縫識嬢薦

・懲縫鐙簾難叢鱗鑓

・聾幽礎難薫幾A

・ 鵜禽聯夢盤轟
・ 難鑑轟夢攣攣華イ

・畿姦鐙蒙懲鷺懸饗帯ζ膿一揚鞍露鎌

・麹宏篤婆遊酸難鐘戴魯

・ 矯人禽鍛鎗綜楚爵綾λ磁轟撫簿鰺穐搬灘第麟

・XF轍灘一簿蟹露犠禁謬翼タ憲黛

　これらのサービスの多くは公共機関が提供しているが、民間のNPO等が運営している団体もある。例え

ば反暴力センターは民間のNPOとの契約によって運営してもらったりしている。なぜなら、暴力の被害者

に係る対応を、国が全く関与せずに民間組織に丸投げすることは不適切だからである。サービスを提供す

る民間組織は、24時間体制で連絡が取れる、週に五日以上は事務所を開けている、最低一人以上の弁護士

や心理学の有識者を配置しているなど、いくつかの条件を満たした団体に対して機会均等局が信任を与え、

同局の信任を得た組織だけをサービスマップの中に入れるようにしている。厳しく見えるかもしれないが、

不適切な組織に安易に被害者をつなげてかえって被害が拡大してしまうことを防ぐためにも、慎重に対応

している。これらの団体への管理は、現在では州に年間1，400万ユーロを拠出して行わせている。州によ

る管理や調整の終局的な目的は、警察、病院、反暴カセンター等の各主体が互いに協力し合える仕組みを

作ることである。

　ダイヤル1522のオペレーターは全員女性である。反暴力セ

ンター（シェルター）も、そこを訪れる人にまずは女性が対応

し、暴力を受けた被害者の保護に当たる。これはイスタンブー

ル条約の規定に応じたものである。

　イタリアには、薬物中毒者、障害者、未成年者、アルコール

依存者等様々な問題を抱えた人への支援を行う組織がある

が、サービスマップの中には、ジェンダー・バイオレンスを直

接扱っていない組織は入れないようにしている。これは、リス

クを避けるためであり、州によって厳格に管理されている。

案賑の分類綜以事の遡続

餐艶鶴畿講鹸三慧鶴蜜鵯魏驚ざme確

懸懸瀞霧第灘蓼疑鷺謙響鯵難舞盤鵠
鞭か儀叢麟を麹紹入数蚤凱毒織慧数をPte塗＄うな、小欝犠な鱗楚あ臨

噸鵬転綜、欝入織や縦舞のシxルター蒼餐牽灘勇菰毒1職轟鯵、憲
織纏蒼叢篤鳶鱒壌醗磯蟻綴率es卜w耕・ウ夢）嬢製繍謀誉窯弩鈴綾績に
議義曝禽嫁を捲窒．

　イタリアは地方によって大きく状況が異なる国である。特に国土が縦に長いので、南北で状況の差が大

きい。現時点では、地域によって三っのレベルがあると考えられる。一つ目は優れた特色を持っ地域であ

り、ジェンダー・バイオレンスについて国家プロジェクトと相乗的な取組が進んでいる地域である。二つ

目は、ジェンダー・バイオレンスに専門的に特化したサービスのない地域である。このような地域には、

国の支援も提供するが、できるだけ地方で独自にサービスネットワークを作るように指導している。こう

した地域は南部に多い。北部はスイスに近く、社会サービスがしっかり機能しているが、南部に行くほど、

ジェンダー・バイオレンスの専門知識のあるオペレーターも少なく、専門的な機関もあまりない。三っ目

として複合地域というものもある。既存のシェルター等を巻き込んで、支援の仕事のネットワークをいく
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つもの機関が協力して行っているような地域である。こうした地域では、コーディネートも含めて国が介

入し、個々のサービス機関を一つにつなげていく必要がある。

　イタリアの場合は、全国で均一化した品質のサービスが提供できるようになることが一っの目標である。

我々のダイヤル1522のサービスにしろ、反暴カセンター等のシェルターにしろ、様々な機関や団体がう

まくネットワーク上でつながり、全国的に均等なサービスを提供していきたいと思っている。

（5）各種統計

　ア　架電件数

続いて、2012年から4年間の各種統計データをお見せし

たい。まず、2012年から2016年までの4年間でダイヤル

1522が受けた電話は17万3，466件である。その半分はオペ

レーターの直接対応のみで、完結している。

2雛2驚黛蒋鰺穣から2雛6鎌裏0薄3奪籔まで

　難舞魯絃

1ア3，466

麟

イ　外部のサービスに転送した件数

約7万件については外部のサービスに転送した。

2雛2隼鍛簿18鷺から2雛6舘10捲3｛壌まで

　　　　　　　難魯裁

　7◎，262

雛鍛艶導鼓簸鐵簸へ登）犠
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ウ　暴力被害を受けた女性からの支援要請件数

　この約7万件のうち、約3万件が暴力被害を受けた女性か

らの支援要請である。
2磁2奪篇叢18獲から2雛6無1¢拷3◎籔まで

　　　　　　繋灘鍵難

　　　　　　32声§91

　　　撚灘撫礁継．

工　暴力被害を受けた男性からの支援要請件数

　ダイヤル1522は、もともと女性に対する暴力のために創設さ

れたが、男性からの支援要請も受け付けており、その件数が

1，340件である。これらは、DVの被害を受けた男性からの支援

要請であり、妻が夫を殴る、妻が夫に暴力を振るうという状況

で支援が要請されたケースが1，340件もあったということであ

る。近年は、ダイヤル1522で男性からの暴力被害にも対応する

ようになってきているが、反暴カセンターは女性しか受け入れ

裁雛之隼12鍔笈3縫から2礁s錐iB拷9¢滋まで

　　　　　　蔓理昏鍛

　　　　　　1β4G

　　　撫繊難露灘麟

ないので、男性の被害者については、市町村の社会福祉担当や病院等で対応してもらうことになる。

オ　ストーカー被害を受けた女性からの支援要請件数

　ストーカー被害を受けた女性からは、4，675件の支援要請を受

けている。ストーカー被害への対応もこれまで述べたものと同じ

である。

⑳黛葎簸跨鑛縫から褒磁6舘鎗簿3◎鐵まで

　　　　　　憂灘臓

　　　　　4，67§

　　姦戯霰糞蠣礎薦撮鍵議
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カ　ストーカー被害を受けた男性からの支援要請件数

　ストーカー被害を受けた男性からの支援を要請する電話も

694件あった。この現象は大変重要だと思う。我々がダイヤ

ル1522を創設したときには、女性に対する暴力ばかりを懸念

していたが、少数ながら、男性も同じようなDVやストーカー

被害を受けていることが分かってきている。ストーカー被害

は、男性が被害者である場合も、女性加害者は、先ほどハー

ト先生が講演の中で具体的に説明された加害男性の行為と同

じようなことをするのである。

凄¢雛蕪絵灘欝鐵から2磁＄驚矯藏鐙雛蒙で

舞爆欝隷

　　　　6S4

一薫撫繊鰍黛慧

　日本でもダイヤル1522のような公共サービス番号を創設する場合には、実に様々な人々からの支援要

請があるだろうことを想定して準備されることをお勧めしたい。

キ　警察等が緊急介入を行った件数

　警察等が緊急介入を行ったのは759件であった。全体的に

見るとそれほど多くはない。ダイヤル1522への電話で、実際

に緊急事態にある人たちから架かってくるものはそれほど多

くはないのである。

　しかし、この数字の意味はきちんと捉えておくことが必要

である。非常に危機的な状況にある被害者は、直接警察を呼ぶ

ことがある。つまり、本当に緊急事態にある人は、1522では

なく、112に電話をしているということであろう。

2（｝ユ2隼12拷18韮ヨ露、ら2016葬10舞3◎蓬糞蒙で

暇繋篶毒憲寮三譲ζ数態｝

雛懇鱗徽

7§9

盤

（6）　ダイヤル1522の効果及び結果

　右図は、直近の数字として御紹介したい。2016年1月1日

以降に、ダイヤル1522から地域における他のサービスに転送

された人数が1，977人であったということである。また、文中

には、「225の既存シェルター」とあるが、今は250と、サー

ビスマップに掲載されているシェルターの数も少し増えてい

る。

鴛22の効簾および結譲

サーゼス傭系を構成する2Zsec　eXPtシxルター⑳
うち壌麟を鍛象にした調登で明らか鵜なうた、
鐙悠鋒i鍔宝穣以降1：；ssanから地域⑳サ・－tt”ス

を紹介窃れた零獺餐数：1，9？7ゆ
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（7）　ダイヤル1522の運営上の課題

　最後に、ダイヤル1522の運営上の課題を見ていきたい。

　不思議なことに、オペレーターを困らせるためだけに電話

を架けてくる人がいる。24時間365日運営しているので、警

察から警告を受けた人等がダイヤル1522に恨みを抱いて電話

を架け、罵声を浴びせたり、「余計なことをするな」などと文

句を言ったりすることもある。言葉の暴力をオペレーターに

投げ掛けてくるような者もいる。フェイスブック等で恨みや

文句を書いたりする者もいる。刑事犯として摘発されたケー

蔦22の還営激⑳縢魑；

サなめみ　がまうオベレ　タの　ま　らせゑこきみすま　　とサゑ　　　

議雛灘～鵜灘灘瀦麟菱蟹襲婁誌欝い・こ

・ 麟薩慧簸、毒く｛9策縫勇裟職の㌢べ欝が．齪》事蒸iugeいY寵蟹艦
鰯禁牽鞍無餐私蟻語蓄愛で嫁犠㌔

・欝融苓滋鍛なみ海鯛欝1鷲毒予ヤゥ郵機鰹婚鷺の亭縫鋤憲み燈撫
blPtソツF拶m．w蓬儀灘嚢ウmヅ夢イ矯零難雛婁れ鷲、雛㌔

スもある。こうしたオペレーターへの嫌がらせは、脅迫や強要にエスカレートしていくものも多く、暴力

の被害者を救うためのダイヤル1522が新たな被害を生んでいるという逆説的な一面もある。また、こう

した嫌がらせ電話のために、必要な電話を受けられず、本当に支援が必要な人が長時間待たされるという

こともある。

　また、ダイヤル1522の存在の周知はまだまだ道半ばという現実がある。112は全ての人が知っている

が、1522を知っている人はまだまだ少ない。多くの女性たちに啓発していきたいが、広報啓発にはどうし

てもコストがかかる。最近のキャンペーンでは、2か月キャンペーンを実施し、2か月ストップするとい

う方法で、1年間に100万ユ・一ロもかかった。このような啓発活動を行うためには継続的に年間500～600

万ユーnが必要だという見積もりもあるが、キャンペーンのためにそれほど多くの予算は下りない。した

がって、外部の第三機関に委託して行うという解決法も考えている。

　さらに、その他の課題としては、目の不自由な人や耳の不自由な相談者のためのチャット機能等を備え

たウェブサイトの対応ができていないという課題もある。

3　イタリアにおける女性に対する暴力対策の課題

（1）　当面の課題

　次に、イタリアにおける女性に対する暴力対策の当

面の問題点を見ていきたい。まずは、イタリアでは反暴

力センター（シェルター）や相談窓口をどんどん増やし

ていこうと考えている。現在、反暴力センターは400ほ

どある（ダイヤル1522のサービスマップに掲載されて

いないものも含む。）が、全国的に均等に配置されてい

るわけではないし、ヨーロッパで目指している数に比

べるとまだまだ少ない。今後とも、国を挙げて全土に網

羅的に配置していくとともに、サービスの差の標準化

も図っていくべきだと考えている。

イタリアにお鱈る薄女性暴擦薄策の縢顯

　　　　　　　　　　

叢瀞鑑鍵螺灘騨轍雛
馨隷鍵犠嚢．餐繋綴纂餐．縫審、鍛麟、ソ～シ墾鐸〆ンー毒一。綱轡攣麟．

欝灘膿難驚曇蒋蠣鰻辮灘1糠

また、機会均等局のみが努力しても対策には限界があるので、官民間わず、サービスを提供している人
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たちに職能を強化してもらうため、継続的な育成を続けていきたいと考えている。医療従事者、警察関係

者、教師、判事、ソーシャルワーカー、市町村や州でこういった事業を担当している者等の職能の育成を

行わなければ、ダイヤル1522が存在しても効果は出ない。どこに何を担当させるかは非常に重要な点で

ある。

（2）　将来の課題

　今申し上げてきた対策は、あくまで暴力事案等が起きた

後の対処に過ぎない。これだけで暴力事案自体を減らして

いくことは難しいだろう。将来の課題としては、学校教育

がある。学校でも、子供の頃から性差の尊重を教えていく

必要があるだろう。

　暴力対策には様々なものがあるが、我々は最も大切なの

は予防だと考えている。予防のためには文化的な素地から

変えていかなけれぱならない。既に成人した人々の考え方

を変えるのは難しいかもしれないが、彼らに対してはダイ

イタ継アにおける霧業性暴力対策の篠鎗

　　　　　　　　蘇

蔑擦⑳藻壌騨攣縫籏」3eas馨篶鵠ン弩｝1：幾逡婁れ罵彰畷毒識蓼．畿
蕪鐙舞難登難義轟撫毒綴諜．馨綾鞍糞か塾灘欝董汽肇一トす蕩繕饗熱
姦㌫こ碁ひぶう電縫灘該、麟繋熱鐙轟憲で1叢餐も、鷺磯毫饗す導毒考．噺徽

か桑海薪サ甥重毒烹麹¢藏婁嫁、なん毒私でも馨鐵轡な鍵為1まな蕪蓼
4、ゴー藩野勢轟鞭

ヤル1522で対処していく。一方、学校に通っている子供たちに対しては学校教育を徹底させよう、とい

う考え方である。

　2015年に学校法において規定が設けられ、予算も手当てされて、保育園から高等学校まで、授業におい

て性差の尊重を教える授業を展開しているところである。反暴力、いじめの予防、家族との協力を教えて

いくこと、そしてそれらを教えることのできる教員の育成等を含んだ政策である。若い男性たちに正しい

教育を与えていきたい。

4　「暴力認知」キャンペーン

　最後に、最近のダイヤル1522のキャンペーンを見てい

ただきたい。非常に重要なメッセージが書かれている。

我々が最初にキャンペーンを始めたときには、ステレオタ

イプなものが多く、大体同じ写真を使っていた。女性が殴

られている様子や、目の周りが黒かったり、けがをしたり

している、非常にネガティブな写真ばかりだった。しかし、

我々は、被害に遭っている人たちに安心してもらうために

キャンペーンをしているのである。恐ろしい思いしている

女性や困っている女性の姿を強調してしまったら、被害者

　　　ぎ暴力総知凄キヤンペーン

携糊撫　　　　　繍織艦　　購野｝轍囎　　蹴撫繍麟欝郷　　　　　　　　　　　　　鰍menthK

轟轡⑫　　　　　　講懇蟹簿　　礁藩講驚
雛勲麟舗　　　　嘱繊載繍麟轟　　　瓢無

たちはなかなかダイヤル1522に電話をしてくれないだろう。殴られた女性やけがをした女性の写真は、

被害女性たちに安心感を与えることはできず、こうしたキャンペーンには不向きである。
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　そこで我々は、キャンペーンのやり方を変えようと考えた。今見ていただいているものは、インターネ

ットでもアクセスできるが、女性たちの作ったある協会が作成したキャンペーン用のポスターである。そ

の団体と我々は業務提携をしており、我々のキャンペーンを委託した。

　インパクトが変わるのが分かるだろう。それまでのポスターでは、非常にマイナスイメージが強かった

ものが、ポジティブで、ほほえみをたたえた女性を描くものに変わっている。ダイヤル1522を頼ってく

る人たちに、非常に安心してもらえるというメッセージを投げかけたかったのである。

　しかし、文字のメッセージとしては「暴力だということを見極めよう」と書いてある。女性たちに対し

て、犠牲者になってはいけないということを強調しているつもりである。イタリアでは男尊女卑的なとこ

ろが残っており、妻が夫に殴られた場合も、妻は自分が何か悪いことをしたのではないかと考えがちであ

る。そして夫を許し、そのことが更なる暴力を生んでしまう。

　我々の戦略は、被害女性たちにそれが暴力だということをきちんと分かってもらおうというものである。

ポスターには、「殴られたのであれば、それは愛ではなく、暴力である」と書いてある。自分が暴力の犠

牲者だということをしっかり理解しようというメッセージである。

　そして、「子供たちはすぐに見習ってしまう」というフレーズも書かれている。男性が女性を殴る場合、

それは愛情表現ではないのだが、子供たちはすぐに同じようなことをするようになってしまう。

　このキャンペーンは、ギリシャ、ドイツ、スペイン、パラグアイ等でも模倣されており、最も優れた暴

力認知キャンペーンとして多くの国々で認められている。もし今後日本の警察でもキャンペーンを行うの

であれば、このような我々の経験を踏まえていただきたい。女性たちは暴力を受けたときに非常に傷つい

ているので、なるべく彼女たちに安心感を与えるようなキャンペーンが良いと思う。

（了）


